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あ
や
の

は
じ
め
に

　

中
国
古
代
の
学
問
の
一
つ
に
、
術
数
（
数
術
と
も
い
う
）
と
い
う
分
野
が

あ
る
。
こ
れ
は
中
国
で
独
自
に
発
達
し
た
分
野
で
、
天
文
暦
算
な
ど
の
自
然

科
学
と
、
占
い
な
ど
の
要
素
が
結
び
付
い
た
も
の
で
あ
り
、
川
原
秀
城
氏

は
、
術
数
学
を
広
義
の
「
数
」
の
学
術
の
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
る（

1
）。

そ
の
術

数
を
窮
め
た
人
物
の
一
人
に
後
漢
の
張
衡
（
七
八
〜
一
三
九
年
）
が
い
る
。

崔
瑗
が
張
衡
を
「
数
術
窮
天
地
、
制
作
侔
造
化（

2
）（

数
術
は
天
地
を
窮
め
、
制

作
は
造
化
に
侔
し
）」
と
称
し
た
よ
う
に
、
張
衡
は
当
時
か
ら
術
数
に
通
じ

た
人
物
と
評
価
さ
れ
て
い
た
。

　

張
衡
は
、『
文
選
』
に
収
録
さ
れ
た
「
東
京
賦
」
や
「
西
京
賦
」（
合
わ
せ

て
「
二
京
賦
」
と
い
う
）、「
思
玄
賦
」、「
帰
田
賦
」
な
ど
多
く
の
賦
を
遺
し

た
文
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
富
永
一
登
氏
は
彼
を
「
漢
賦
に
お
い
て
枢
要

な
位
置
を
占
め
る
文
学
者
と
し
て
、
漢
代
の
学
術
文
化
を
研
究
す
る
上
で
、

看
過
で
き
な
い
人
物
」
と
評
価
す
る（

3
）。

張
衡
は
ま
た
一
一
五
年
か
ら
一
二
一

年
、
一
二
六
年
か
ら
一
三
三
年
の
二
度
太
史
令
の
職
に
就
き
、
天
文
学
者
と

し
て
『
霊
憲
』
や
『
渾
天
儀
』
な
ど
の
著
作
を
遺
し
た
。
張
衡
の
天
文
学
者

と
し
て
の
姿
勢
は
、
実
際
に
天
体
を
観
測
し
、
目
に
見
え
る
現
象
を
合
理
的

に
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、「
日
食
上
表
」
や
「
京

師
地
震
対
策
」
と
い
っ
た
上
疏
を
行
い
、
水
運
渾
天
儀
や
候
風
地
動
儀
、
参

輪
と
い
っ
た
機
巧
を
数
多
く
作
成
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
幅
広
い
分
野
で
活
躍
す
る
張
衡
で
あ
る
た
め
、
そ
の
思
想
は

文
学
的
立
場
か
ら
、
ま
た
天
文
学
的
立
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
研
究
さ
れ
る
こ
と

は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
を
統
一
し
た
全
体
的
な
把
握
は
容
易
で
は
な
い
。

し
か
し
、
張
衡
と
い
う
人
物
を
理
解
す
る
た
め
に
は
分
野
を
越
え
て
著
作
の

検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
本
稿
で
は
、
文
学
作
品
で
あ
る
「
思
玄

賦
」
と
天
文
学
的
著
作
で
あ
る
『
霊
憲
』、
ま
た
政
治
的
資
料
と
し
て
の
「
請

禁
絶
図
讖
疏（

4
）」

な
ど
を
取
り
上
げ
て
、
広
く
張
衡
の
思
想
傾
向
を
検
討
す
る
。

「
思
玄
賦
」や『
霊
憲
』に
は
、『
易
』に
よ
る
占
い
の
場
面
が
あ
る
。
ま
た「
思

玄
賦
」
で
は
『
易
』
以
外
に
も
数
種
類
の
占
い
が
記
述
さ
れ
、
張
衡
の
占
術
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に
対
す
る
見
方
が
覗
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
張
衡
の
作
品
に
見
ら
れ
る

占
術
表
現
に
つ
い
て
検
討
し
、
張
衡
が
占
術
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か

を
考
察
す
る
こ
と
で
、
張
衡
の
思
想
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
の
こ

と
は
、
術
数
学
と
張
衡
の
関
係
を
検
討
す
る
一
助
に
も
な
る
と
考
え
る
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
「
思
玄
賦
」
や
『
霊
憲
』
に
見
ら
れ
る
占
術
表
現
を

取
り
上
げ
、
作
品
中
で
占
術
が
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
る
の
か
を
考
察

す
る
。
そ
し
て
、
張
衡
が
予
言
の
要
素
の
強
い
讖
緯
思
想
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
た
の
か
検
討
し
、
最
後
に
、
張
衡
の
占
術
に
対
す
る
考
え
を
明
ら
か

に
す
る
。

一
、「
思
玄
賦
」
の
占
術
表
現

　

ま
ず
は
「
思
玄
賦
」
に
見
ら
れ
る
占
術
表
現
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

「
思
玄
賦
」
は
『
文
選
』
以
外
に
『
後
漢
書
』
張
衡
伝
（
以
下
張
衡
伝
と
表
記
）

に
も
全
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
各
々
注
釈
者
も
異
な
り
、
文
字
の
異
同

も
あ
る
。『
後
漢
書
』
は
南
朝
宋
の
范
曄
に
よ
る
撰
で
、
唐
の
李
賢
が
注
を

施
し
、
更
に
清
の
王
先
謙
が
集
解
を
付
し
た
。
張
衡
伝
冒
頭
の
集
解
に
「
洪

亮
吉
曰
、
案
注
最
草
率
。
当
時
不
知
何
人
分
注
。
又
巻
頁
独
長
。
蓋
注
後
未

加
校
勘
耳（

5
）（

洪
亮
吉
曰
く
、
案
ず
る
に
注
最
も
草
率
た
り
。
当
時
何
人
の
注

を
分
く
る
か
を
知
ら
ず
。
又
巻
頁
独
り
長
し
。
蓋
し
注
の
後
未
だ
校
勘
を
加

え
ざ
る
の
み
、
と
）」
と
あ
り
、
注
が
長
く
煩
雑
で
あ
り
、
ま
だ
草
稿
段
階

で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
文
選
』
は
南
朝
梁
の
昭
明
太
子
の

撰
で
あ
り
、
唐
の
李
善
に
よ
る
注
が
あ
る
。「
思
玄
賦
」
に
は
張
衡
自
身
の

注
が
「
旧
注
」
と
し
て
付
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
李
善
は
そ
の
「
旧
注
」

に
つ
き
、

未
詳
注
者
姓
名
。
摯
虞
「
流
別
題
」
云
衡
注
。
詳
其
義
訓
、
甚
多
疎
略
。

而
注
又
称
愚
以
為
。
疑
非
衡
明
矣（

6
）。

（
未
だ
注
者
の
姓
名
を
詳
ら
か
に
せ
ず
。
摯
虞
の
「
流
別
題
」
に
衡
の

注
と
云
う
。
其
の
義
訓
を
詳
ら
か
に
す
る
に
、
甚
だ
疎
略
多
し
。
而
し

て
注
又
た
愚
以
為
ら
く
と
称
す
。
疑
う
ら
く
は
衡
に
非
ざ
る
こ
と
明
ら

か
な
り
。）

と
注
し
て
お
り
、
張
衡
に
よ
る
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。

　
「
思
玄
賦
」
は
、
張
衡
が
侍
中
と
な
っ
た
後
、
五
八
歳
の
時
に
作
っ
た
と

さ
れ
る（

7
）。

作
成
の
動
機
と
し
て
、
張
衡
伝
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

後
遷
侍
中
、
帝
引
在
帷
幄
、
諷
議
左
右
。
嘗
問
衡
天
下
所
疾
悪
者
。
宦

官
懼
其
毀
己
、
皆
共
目
之
。
衡
乃
詭
対
而
出
。
閹
豎
、
恐
終
為
其
患
、

遂
共
讒
之
。
衡
常
思
図
身
之
事
、
以
為
吉
凶
倚
伏
、
幽
微
難
明
。
乃
作

「
思
玄
賦（

8
）」、

以
宜
寄
情
志
。

（
後
に
侍
中
に
遷
り
、
帝
引
き
て
帷い

幄あ
く

に
在
り
、
左
右
を
諷
議
す
。
嘗

て
衡
に
天
下
の
疾
悪
な
る
所
の
者
を
問
う
。
宦
官
其
の
己
を
毀そ
し

る
こ
と

を
懼
れ
、
皆
共
に
之
を
目
す
。
衡
乃
ち
詭
対
し
て
出
づ
。
閹え
ん

豎じ
ゅ

、
終
に

其
の
患
を
為
す
こ
と
を
恐
れ
、
遂
に
共
に
之
を
讒そ
し

る
。
衡
常
に
身
を
図
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六
九

る
の
事
を
思
い
、
以
為
え
ら
く
、
吉
凶
は
倚い

伏ふ
く

し
、
幽
微
に
し
て
明
ら

か
に
し
難
し
、
と
。
乃
ち
「
思
玄
賦
」
を
作
り
、
以
て
宜
し
く
情
志
を

宜
べ
寄
す
。）

こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
張
衡
が
侍
中
の
際
に
帝
か
ら
天
下
の
害
悪
を
問
わ

れ
、
宦
官
が
名
を
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
逆
に
張
衡
を
謗
っ
た
こ
と
が

「
思
玄
賦
」
作
成
の
動
機
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
李
善
の
『
文

選
』
題
字
注
に
は
こ
う
あ
る
。

順
和
二
帝
之
時
、
国
政
稍
微
、
専
恣
内
竪
。
平
子
欲
言
政
事
、
又
為
奄

竪
所
讒
蔽
、
意
不
得
志
。
欲
遊
六
合
之
外
、
勢
既
不
能
、
義
又
不
可
。

但
思
其
玄
遠
之
道
而
賦
之
、
以
申
其
志
耳
。
系
曰
、
回
志
朅
来
従
玄

謀
、
獲
我
所
求
夫
何
思
。
玄
而
已
。『
老
子
』
曰
、「
玄
之
又
玄
、
衆
妙

之
門（

9
）」。

（
順
和
二
帝
の
時
、
国
政
稍
く
微お

と
ろ

え
、
内
竪
に
専
恣
せ
ら
る
。
平
子
政

事
を
言
わ
ん
と
欲
す
る
も
、
又
奄
竪
の
讒
蔽
す
る
所
と
為
り
、
意
志
を

得
ず
。
六
合
の
外
に
遊
ば
ん
と
欲
す
る
も
、
勢
と
し
て
既
に
能
わ
ず
、

義
と
し
て
も
又
可
な
ら
ず
。
但
だ
其
の
玄
遠
の
道
を
思
い
て
之
を
賦

し
、
以
て
其
の
志
を
申
ぶ
る
の
み
。
系
に
曰
く
、
志
を
回め

ぐ

ら
せ
朅
来
し

て
玄
謀
に
従
う
、
我
が
求
む
る
所
を
得
て
は
夫
れ
何
を
か
思
わ
ん
。
玄

な
る
の
み
。『
老
子
』
に
曰
く
、「
玄
の
又
玄
、
衆
妙
の
門
」
と
。）

　

こ
こ
で
「
思
玄
賦
」
の
「
玄
」
は
、『
老
子
』
の
一
節
に
い
う
「
玄
」
で

あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
要
素
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
張
衡

が
揚
雄
の
『
玄
経
』（『
太
玄
』）
を
好
ん
だ
と
い
う
記
述
が
張
衡
伝
に
あ
る（

10
）

こ
と
か
ら
、『
太
玄
』
の
「
玄
」
を
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る（

11
）。

　
「
思
玄
賦
」
の
内
容
は
、
求
め
る
所
を
探
し
て
広
く
四
方
上
下
に
赴
き
、

遠
遊
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
正
し
い
道
を
進
も
う
と
い
う
自
身
の
志
が

当
時
の
世
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
嘆
き
、
旅
に
出
る
。
東
↓
南
↓
西

↓
北
へ
と
順
に
巡
り
、
句
芒
や
禹
、
二
妃
（
女
娥
と
女
英
）、
黄
帝
ら
と
出

会
う
が
、
留
ま
る
こ
と
は
な
く
、
地
下
世
界
を
経
て
天
上
界
に
至
る
。
神
々

に
命
を
下
し
、
星
々
の
世
界
を
遊
び
、
最
終
的
に
は
故
郷
へ
と
帰
っ
て
い
く

と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
当
時
の
他
の
文
章
と
同
じ
く
、
多
く

の
典
拠
に
拠
っ
た
賦
で
あ
る（

12
）。

（
1
）「
思
玄
賦
」
の
『
易
』
占
い

　

張
衡
伝
と
『
文
選
』
の
注
釈
を
見
て
い
く
と
、「
思
玄
賦
」
に
は
『
易
』

に
基
づ
い
た
と
さ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
も
、
た
だ
語
句
を
引
用
す
る
だ

け
で
な
く
、『
易
』
の
卦
を
表
わ
す
内
容
を
盛
り
込
み
、
賦
全
体
の
中
で
も

意
味
あ
る
も
の
と
し
て
挿
入
し
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
該
当
箇
所
を
以
下

に
挙
げ
、
そ
の
意
義
を
確
認
す
る
。
以
下
「
思
玄
賦
」
の
引
用
は
主
に
張
衡

伝
に
従
う
が
、『
文
選
』
と
文
字
の
異
同
が
あ
る
場
合
は
注
に
表
記
す
る
。

『
易
』
占
い
は
賦
の
初
め
の
部
分
で
、
旅
に
赴
く
か
ど
う
か
を
決
め
る
際
に

為
さ
れ
た
。
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①
心
猶
与（

13
）而

狐
疑
兮
即
岐
阯
而
攄（

14
）情

　

心
は
猶
お
与
え
て
狐
疑
し
、
岐
の
阯
に
即つ

き
て
情
を
攄の

ば
す

②
文
君
為
我
端
蓍
兮
利
飛
遁
以
保
名

　

文
君
我
の
為
に
蓍し

を
端
し
、
飛
遁
し
て
以
て
名
を
保
つ
に
利
あ
り

③
歴
衆
山
以
周
流
兮
翼
迅
風
以
揚
声

　

衆
山
を
歴
て
以
て
周
流
し
、
迅
風
を
翼た

す

け
て
以
て
声
を
揚
ぐ

④
二
女
感
於
崇
岳
兮
或
氷
折
而
不
営

　

二
女
崇
岳
に
感
じ
、
或
い
は
氷
折
し
て
営
ま
ず

⑤
天
蓋
高
而
為
沢
兮
誰
云
路
之
不
平

　

天
蓋
し
高
く
し
て
沢
と
為
り
、
誰
か
路
の
平
ら
か
な
ら
ず
と
云
わ
ん

⑥
勔
自
強
而
不
息
兮
蹈
玉
階
之
嶢
崢（

15
）

　
勔

つ
と

め
て
自
ら
強
い
て
息
ま
ず
、
玉
階
の
嶢
ぎ
ょ
う

崢そ
う

を
蹈
む

　

こ
こ
で
占
い
の
結
果
出
た
の
は
遯
（
遁
）
☰
☶
が
咸
☱
☶
に
変
じ
る
卦
で

あ
る
。
遯
卦
は
艮
下
乾
上
、
退
避
や
隠
遁
の
意
味
を
も
つ
。
上
九
爻
が
陽
か

ら
陰
に
変
じ
る
た
め
、
占
辞
は
遯
卦
上
九
の
爻
辞
を
と
る
。
注
に
よ
る
と
ま

ず
、
遯
卦
上
九
の
爻
辞
に
「
肥
遯
。
无
不
利（

16
）（

肥
遯
す
。
利
あ
ら
ざ
る
な
し
）」

と
あ
る
の
を
挙
げ
て
、
賦
の
「
飛
遁
」
を
説
明
し
て
い
る
。
文
字
の
異
同
は

あ
る
も
の
の
、
王
先
謙
の
集
解
や
『
古
周
易
訂
詁
』
の
何
楷
注
に
い
う
よ
う

に
、「
肥
遯
」
と
「
飛
遁
」（
飛
遯
）
は
同
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（

17
）。

③
以

下
で
は
八
卦
の
象
を
用
い
て
遯
卦
を
説
明
し
て
い
る
。「
思
玄
賦
」
で
用
い

ら
れ
て
い
る
象
を
以
下
に
挙
げ
る
。

艮
…
山
（
崇
岳
）

巽
…
風
・
長
女

乾
…
氷
・
金
・
玉
・
天

兌
…
毀
折
・
沢
・
少
女

　

こ
れ
ら
は
全
て
、『
易
』
説
卦
伝
に
み
え
る
象
で
あ
る
。
張
衡
は
象
を
賦

に
取
り
込
む
こ
と
で
、
賦
の
内
容
に
深
み
を
持
た
せ
る
と
共
に
、
卦
の
持
つ

意
味
合
い
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
卦
は
、
全
体
を
通
し
て
遯
卦
上
九

の
占
辞
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
遯
卦
の
六
爻
の
内
か
ら
三
爻
を
選
び
出

し
、
そ
の
卦
が
象
徴
す
る
も
の
を
読
み
こ
ん
で
い
る
。
以
下
順
に
、
ど
の
よ

う
に
三
爻
を
選
び
出
し
た
か
を
見
て
い
く
。

　

一
つ
目
は
艮
（
☶
）
で
あ
る
。
艮
卦
は
、
遯
の
内
卦
（
初
爻
〜
第
三
爻
）

に
当
た
る
。
艮
は
山
を
象
徴
す
る
。
だ
か
ら
賦
に
「
衆
山
」（
③
）
や
「
崇
岳
」

（
④
）
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
遯
を
内
卦
・
外
卦
に
分
け
て
出
て
く
る
、

最
も
基
本
的
な
選
び
方
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

次
に
、
巽
（
☴
）
で
あ
る
。
巽
卦
は
遯
卦
の
中
で
、
第
二
爻
か
ら
第
四
爻

ま
で
を
取
り
出
し
た
卦
に
当
た
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
卦
の
う
ち
初
爻

と
上
爻
を
除
き
、
第
二
、
三
、
四
爻
も
し
く
は
第
三
、
四
、
五
爻
を
用
い
て

新
た
な
八
卦
を
取
る
こ
と
を
互
体
の
象
と
い
う（

18
）。

互
体
の
象
と
し
て
巽
を
取

り
だ
し
、
巽
が
風
を
象
徴
す
る
こ
と
か
ら
③
の
「
迅
風
」
を
導
き
出
し
た
。

ま
た
、
巽
は
同
時
に
長
女
を
意
味
す
る
。
こ
れ
も
、
八
卦
を
父
母
六
子
に
配

当
す
る
『
易
』
説
卦
伝
の
考
え
方
で
あ
る
。
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乾
卦
（
☰
）
の
選
び
方
に
は
二
通
り
の
方
法
が
用
い
ら
れ
る
。
ま
ず
、
咸

卦
の
第
三
爻
か
ら
第
五
爻
ま
で
を
取
り
だ
し
た
も
の
。
こ
れ
は
④
の
解
釈
に

用
い
ら
れ
、
氷
を
象
徴
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
「
氷
折
而
不
営
（
氷
折
し
て

営
ま
ず
）」
を
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
⑤
は
張
衡
伝
の
李
賢
注
・『
文
選
』

李
善
注
に
「
乾
変
為
兌（

19
）（

乾
変
じ
て
兌
と
為
る
）」
と
説
明
さ
れ
る
が
、
こ
れ

は
遯
卦
（
☰
☶
）
か
ら
咸
卦
（
☱
☶
）
に
変
じ
る
際
の
外
卦
（
第
四
爻
〜
上
爻
）

が
、
乾
（
☰
）
か
ら
兌
（
☱
）
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
乾
は
天
、

兌
は
沢
を
象
徴
す
る
こ
と
か
ら
、「
天
蓋
高
而
為
沢
（
天
蓋
し
高
く
し
て
沢

と
為
る
）」
の
表
現
が
現
わ
れ
る（

20
）。

他
に
も
、
兌
は
少
女
で
あ
る
た
め
に
、

巽
と
兌
の
双
方
で
「
二
女
」（
④
）
と
述
べ
た
り
、
乾
が
金
・
玉
を
表
わ
す

こ
と
か
ら
「
玉
階
」（
⑥
）
を
説
明
し
て
い
る
。

　

以
上
の
取
象
に
よ
っ
て
「
思
玄
賦
」
で
は
、
遯
卦
か
ら
咸
卦
に
変
じ
た
占

い
の
結
果
を
文
学
的
に
表
現
し
て
い
る
。
山
々
を
越
え
て
各
地
を
巡
り
、
二

人
の
女
性
（
玉
女
と
宓
妃
）
に
心
を
動
か
さ
れ
る
が
、
努
力
を
怠
ら
な
け
れ

ば
天
へ
の
道
を
進
ん
で
い
く
と
い
う
、
以
降
の
賦
の
内
容
を
象
徴
し
た
形
と

な
っ
て
い
る
。
結
果
、
こ
れ
か
ら
の
遠
遊
を
後
押
し
す
る
占
辞
が
出
た
こ
と

に
な
る
。

　

上
記
の
卦
を
導
く
際
に
、
張
衡
は
変
卦
と
互
体
と
い
う
二
種
類
の
方
法
を

用
い
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
漢
代
象
数
易
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

同
じ
遠
遊
文
学
で
あ
り
、
張
衡
が
「
思
玄
賦
」
を
作
る
際
大
い
に
参
照
し
た

と
考
え
ら
れ
る
『
楚
辞
』「
離
騒
」
に
も
占
い
の
場
面
が
あ
る
。
た
だ
し
、

そ
の
占
辞
は
詩
的
で
あ
り
『
易
』
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
い
。
張
衡
は
、

『
易
』
の
占
辞
と
賦
の
世
界
観
を
巧
み
に
一
体
化
さ
せ
た
と
い
え
よ
う
。

（
2
）「
思
玄
賦
」
の
亀
甲
占
い

　

前
節
で
見
た
よ
う
に
張
衡
は
『
易
』
に
よ
っ
て
「
肥
遯
」、
す
な
わ
ち
「
世

を
逃
れ
る
べ
し
」
と
い
う
結
果
を
得
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
亀
甲
に

よ
っ
て
遠
遊
の
吉
凶
を
再
度
占
っ
て
い
る
。
先
の
引
用
に
続
く
部
分
で
あ
る
。

①
懼
筮
氏
之
長
短
兮
鑚
東
亀
以
観
禎

　

筮
氏
の
長
短
を
懼
れ
、
東
亀
を
鑚や

き
て
以
て
禎
を
観
る

②
遇
九
皐
之
介
鳥
兮
怨
素
意
之
不
逞

　

九
皐
の
介
鳥
に
遇
い
、
素
意
の
逞
し
か
ら
ざ
る
を
怨
む

③
遊
塵
外
而
瞥
天
兮
拠
冥
翳
而
哀
鳴

　

塵
外
に
遊
び
て
天
を
瞥み

、
冥め
い

翳え
い

に
拠
り
て
哀
鳴
す

④
鵰
鶚
競
於
貪
婪
兮
我
修

以
益
栄

　

鵰
ち
ょ
う

鶚が
く

は
貪
婪
を
競
い
、
我

を
修
め
て
以
て
益
々
栄
ゆ

⑤
子
有
故
於
玄
鳥
兮
帰
母
氏
而
後
寧（

21
）

　

子
玄
鳥
に
故
有
り
、
母
氏
に
帰
り
て
後
寧や

す

ん
ず

　

①
は
、『
春
秋
左
氏
伝
』
の
中
で
晋
の
卜
人
の
言
と
し
て
、「
筮
短
亀
長
不

如
従
長（

22
）（

筮
は
短
く
亀
は
長
し
。
長
き
に
従
う
に
如
か
ず
）」
と
あ
る
こ
と
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
筮
竹
に
よ
る
占
い
は
短
期
間
の
視
点
で
あ
る
か

ら
、
亀
甲
に
よ
っ
て
改
め
て
占
お
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
出
た
の
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は
、「
遇
九
皐
之
介
鳥
（
九
皐
の
介
鳥
に
遇
う
）」
と
い
う
答
で
あ
る
。
こ
の

箇
所
を
張
衡
伝
李
賢
注
で
は
『
易
』
中
孚
卦
（
☴
☱
）
を
引
い
て
説
明
す
る
。

②
以
下
の
内
容
は
鶴
が
独
り
で
棲
む
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
鶴
は
一
羽
で

寂
し
く
鳴
く
と
い
う
こ
と
で
、
世
に
出
て
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
意
味
に
な
る
。
そ
し
て
、
世
に
出
て
も
成
功
し
な
い
が
、
世
間
を
離
れ
自

身
を
見
つ
め
る
べ
き
で
あ
る
、
つ
ま
り
「
遠
遊
に
行
く
の
が
良
い
」
と
い
う

結
果
を
表
現
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
占
い
の
結
果
を
得
て
、
遠
遊
が

始
ま
る
。

（
3
）「
思
玄
賦
」
の
占
夢

　
「
思
玄
賦
」
に
は
も
う
一
つ
、
夢
占
い
の
場
面
が
出
て
く
る
。
こ
れ
は
先

の
二
つ
と
は
異
な
る
場
面
、
天
上
界
に
向
か
う
直
前
の
出
来
事
で
あ
る
。

①
抨
巫
咸
以（

23
）占

夢
兮
迺（

24
）貞

吉
之
元
符

　

巫
咸
を
し
て
以
て
夢
を
占
わ
し
め
、
迺す
な
わち

貞
吉
の
元
符
た
り

②
滋
令
徳
於
正
中
兮
合
嘉
禾（

25
）以

為
敷

　

令
徳
を
正
中
に
滋し
げ

ら
せ
、
嘉
禾
を
合
わ
せ
て
以
て
敷
と
為
す

③
既
垂
穎
而
顧
本
兮
爾（

26
）要

思
乎
故
居

　

既
に
穎
を
垂
ら
し
て
本
を
顧
み
、
爾
故
居
を
思
わ
ん
こ
と
を
要
す

④
安
和
静
而
随
時
兮
姑
純
懿
之
所
廬（

27
）

　

安
く
ん
ぞ
和
静
に
し
て
時
に
随
わ
ん
、
姑し
ば
らく
純じ
ゅ
ん
い懿
の
廬お

る
所
な
り

　

こ
れ
は
、
遊
行
を
始
め
た
直
後
に
大
木
の
よ
う
な
稲
穂
を
夢
に
見
た
こ
と

を
受
け
て
の
占
い
で
あ
る（

28
）。

貞
吉
は
、『
易
』
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
稲
穂

が
垂
れ
て
根
元
に
反
り
返
る
様
子
か
ら
、
故
居
に
思
い
を
寄
せ
、
時
勢
に

従
っ
て
生
き
る
の
が
良
い
、
と
い
う
。
巫
咸
は
、
張
衡
伝
に
引
用
さ
れ
る

『
応
間
』
に
も
「
咎
単
巫
咸
寔
守
王
家（

29
）（

咎
単
・
巫
咸
寔ま
こ
と
に
王
家
を
守
る
）」

と
し
て
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
李
賢
注
に
よ
れ
ば
巫
咸
は
殷
の
忠
臣
で
あ
り
、

占
術
を
以
て
仕
え
た
と
考
え
ら
れ
る（

30
）。

　

占
夢
は
『
周
礼
』
に
「
占
夢
の
官
」
の
役
職
に
つ
い
て
記
述
が
あ
り
、
夢

を
占
う
と
い
う
行
為
が
古
く
か
ら
容
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
占
夢

に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
湯
浅
邦
弘
「
中
国
古
代
の
夢
と
占
夢
」（『
島

根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
）』
第
二
二
巻
第
二
号
、
一
九

八
八
年
）
が
あ
る
。
王
充
『
論
衡
』
や
王
符
『
潜
夫
論
』
に
よ
る
占
夢
観
は
、

当
時
の
人
々
が
夢
の
予
兆
性
や
占
夢
自
体
を
認
め
、
た
だ
そ
れ
を
正
し
く
理

解
し
得
な
い
と
い
う
状
況
を
批
判
し
て
い
る
。
湯
浅
氏
に
よ
る
と
占
夢
の
術

の
衰
退
は
後
漢
期
以
降
で
あ
り
、
張
衡
が
生
き
て
い
た
頃
は
ち
ょ
う
ど
占
夢

の
権
威
が
転
換
す
る
時
期
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
。
張
衡
は
そ
の
中
で
、
夢

の
予
言
性
を
容
認
し
そ
の
権
威
を
受
け
容
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
西

林
眞
紀
子
「
古
代
中
国
の
夢
占
い
に
つ
い
て
」（『
大
東
ア
ジ
ア
学
論
集
』
第

五
号
、
二
〇
〇
五
年
）
で
は
、『
周
礼
』
に
見
え
る
夢
の
占
い
方
が
、
天
体

の
観
測
や
陰
陽
五
行
な
ど
多
方
面
か
ら
論
じ
ら
れ
、
占
夢
が
国
家
に
と
っ
て

重
要
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
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三

二
、『
霊
憲
』
の
『
易
』
占
い

　

次
に
、『
霊
憲
』
に
見
ら
れ
る
占
術
表
現
を
検
討
す
る
。
張
衡
の
著
書
『
霊

憲
』
は
、
宇
宙
論
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
献
と
い
わ
れ
、
古
く
か
ら
渾
天
説

に
関
す
る
重
要
な
記
述
と
看
做
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
内
容
は
宇
宙
生
成
に
関

す
る
も
の
、
天
文
現
象
を
説
明
す
る
も
の
、
日
月
や
星
に
関
す
る
説
話
な

ど
、
広
く
宇
宙
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
佚
書
で
あ
り
、
正
史
の

注
や
類
書
の
引
用
に
よ
っ
て
し
か
内
容
を
窺
う
こ
と
が
で
き
な
い
。『
経
典

集
林
』
や
『
漢
魏
六
朝
百
三
名
家
集
』
な
ど
に
輯
本
が
あ
る
も
の
の
、
佚
文

を
収
集
・
整
理
し
た
厳
密
な
校
定
は
為
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
『
霊
憲
』
に
も
『
易
』
を
用
い
て
行
く
先
を
占
う
表
現
が
あ
る
。
姮
娥
が

不
死
の
薬
を
得
て
、
月
に
逃
げ
よ
う
と
す
る
際
の
『
易
』
占
い
で
あ
る
。

羿
請
無
死
之
薬
於
西
王
母
。
姮
娥
竊
之
、
以
奔
月
。
将
往
、
枚
筮
之
於

有
黄
。
有
黄
筮
之
曰
、「
吉
。
翩
翩
帰
妹
。
独
将
西
行
逢
天
晦
芒
、
毋

驚
毋
恐
。
後
其
大
昌
」
姮
娥
遂
託
身
於
月
。
是
為
蟾
蠩

（
31
）。

（
羿
は
無
死
の
薬
を
西
王
母
に
請
う
。
姮
娥
之
を
竊
み
て
以
っ
て
月
に

奔
る
。
将
に
往
か
ん
と
し
、
之
を
有
黄
に
枚
筮
す
。
有
黄
之
を
筮
し
て

曰
く
、「
吉
。
翩
翩
と
し
て
帰
妹
。
独
り
将
に
西
行
し
て
天
の
晦
芒
に

逢
わ
ん
と
す
る
も
、
驚
く
な
か
れ
恐
れ
る
な
か
れ
。
後
且
に
大
い
に
昌

え
ん
と
す
」
と
。
姮
娥
遂
に
身
を
月
に
託
す
。
是
れ
蟾
蠩
た
り
。）

　

占
い
の
結
果
出
て
く
る
卦
は
「
帰
妹
☳
☱
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
帰
妹
の

卦
辞
は
「
帰
妹
。
征
凶
。
无
攸
利（

32
）（

帰
妹
。
征
け
ば
凶
。
利
す
る
と
こ
ろ
な

し
）」
で
あ
り
、「
行
く
べ
き
で
は
な
い
」
と
は
っ
き
り
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
こ
で
出
た
卦
も
「
思
玄
賦
」
の
時
と
同
様
、
之
卦
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
経
文
を
見
た
と
こ
ろ
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
の
は
初
九
の
爻
辞
で

あ
ろ
う
。

初
九
。
帰
妹
以
娣
。
跛
能
履
。
征
吉（

33
）。

（
初
九
。
帰
妹
娣
を
以
て
す
。
跛
に
し
て
履ふ

む
。
征
く
と
き
は
吉
な

り
。）

　

前
進
す
る
こ
と
が
吉
と
あ
る
。
占
辞
が
初
九
の
爻
緯
で
あ
る
と
考
え
れ

ば
、
こ
こ
で
出
た
卦
は
「
帰
妹
卦
☳
☱
が
解
卦
☳
☵
に
変
じ
る
」
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
た
だ
し
、「
西
行
」
や
「
天
晦
芒
（
天
の
晦
芒
）」、「
大
昌
（
大

い
に
昌
え
ん
）」
と
い
う
占
辞
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

以
上
、
第
一
章
、
第
二
章
に
お
い
て
張
衡
の
作
品
に
見
え
る
占
術
表
現
を

一
つ
ず
つ
検
討
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
占
術
表
現
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
張

衡
に
と
っ
て
占
術
は
進
退
を
決
め
、
求
め
る
所
を
得
る
際
の
動
機
づ
け
と
な

る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
張
衡
は
後
漢
の
知
識
人
の
例
に
洩
れ

ず
、『
易
』
や
亀
甲
、
夢
占
い
と
い
っ
た
占
術
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
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三
、
讖
緯
に
対
す
る
態
度

　

讖
緯
と
は
、
前
漢
末
か
ら
流
行
し
た
緯
書
の
内
容
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。

安
居
香
山
氏
に
よ
れ
ば
、
讖
は
天
文
占
い
な
ど
の
未
来
予
言
書
、
緯
は
経
書

を
補
足
す
る
解
釈
書
を
意
味
す
る
と
い
う（

34
）。

未
来
予
言
と
い
う
点
で
讖
は
占

術
の
要
素
を
持
つ
と
い
え
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
張
衡
が
讖
緯
思
想
を
ど

う
捉
え
て
い
た
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（
1
）「
請
禁
絶
図
讖
疏
」

　

張
衡
は
一
般
に
、
讖
緯
を
批
判
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
理
由
は
、

張
衡
が
図
讖
の
禁
止
を
要
請
す
る
上
疏
を
行
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
上

疏
文
は
張
衡
伝
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
を
よ
く
検
討
し
て
み
る
と
、

張
衡
が
讖
緯
思
想
全
て
を
否
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
ず
、
張
衡
が
上
疏
に
至
っ
た
背
景
に
つ
い
て
、
張
衡
伝
は
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

初
光
武
善
讖
、
及
顯
宗
肅
宗
、
因
祖
述
焉
。
自
中
興
之
後
、
儒
者
争
学

図
緯
、
兼
復
附
以
妖
言
。
衡
以
図
緯
虛
妄
、
非
聖
人
之
法（

35
）。

（
初
め
光
武
讖
を
善
く
し
、
顕
宗
・
粛
宗
に
及
び
て
は
、
祖
述
に
因
る
。

中
興
よ
り
の
後
、
儒
者
は
争
い
て
図
緯
を
学
び
、
兼
ね
て
復
た
附
す
に

妖
言
を
以
て
す
。
衡
以お

も
え
ら
く
図
緯
は
虚
妄
に
し
て
、
聖
人
の
法
に
非

ず
、
と
。）

　

張
衡
は
後
漢
の
光
武
帝
以
下
、
皇
帝
た
ち
が
讖
に
傾
倒
し
た
こ
と
、
そ
の

後
儒
者
が
争
っ
て
図
緯
を
学
び
、
人
々
を
惑
わ
す
よ
う
な
発
言
を
行
な
っ
た

こ
と
を
憂
い
て
い
る
。
そ
し
て
図
緯
の
蔓
延
す
る
状
況
を
批
判
し
、
図
緯
は

聖
人
の
法
で
は
な
い
と
い
う
。
以
下
に
、
上
疏
の
一
部
を
引
用
す
る
。

臣
聞
、
聖
人
明
審
律
暦
以
定
吉
凶
。
重
之
以
卜
筮
、
雑
之
以
九
宮
。
経

天
験
道
、
本
尽
於
此
。
或
観
星
辰
逆
順
、
寒
燠
所
由
、
或
察
亀
策
之

占
、
巫
覡
之
言
。
其
所
因
者
非
一
術
也
。
立
言
於
前
、
有
徴
於
後
。
故

智
者
貴
焉
謂
之
讖
書（

36
）。

（
臣
聞
く
に
、
聖
人
は
律
暦
を
明
審
し
て
以
て
吉
凶
を
定
む
。
之
を
重

ん
じ
る
に
卜
筮
を
以
て
し
、
之
を
雑
え
る
に
九
宮
を
以
て
す
。
天
を
経

と
し
道
を
験
と
す
る
こ
と
、
本
よ
り
此
れ
に
尽
き
る
。
或
い
は
星
辰
の

逆
順
・
寒
燠
の
由
る
所
を
観
、
或
い
は
亀
策
の
占
・
巫
覡
の
言
を
察
す
。

其
の
因
る
所
は
一
術
に
非
ざ
る
な
り
。
言
を
前
に
立
て
、
徴
を
後
に
有

す
。
故
に
智
者
は
貴
び
て
之
を
讖
書
と
謂
う
。）

　

上
疏
の
冒
頭
で
、
聖
人
は
律
暦
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
吉
凶
を

定
め
た
と
述
べ
、
聖
人
が
認
め
た
占
術
と
し
て
卜
筮
と
九
宮
を
挙
げ
る
。
卜

は
亀
甲
占
い
、
筮
は
『
易
』
に
よ
る
占
い
で
あ
る
。
九
宮
は
『
易
緯
乾
鑿
度
』

に
「
太
一
取
其
数
、
以
行
九
宮（

37
）（

太
一
は
其
の
数
を
取
り
、
以
て
九
宮
を
行め
ぐ

る
）」
と
あ
り
、
八
卦
を
八
方
に
配
当
し
、
中
央
を
太
一
と
し
て
九
の
区
域

に
分
け
る
考
え
方
で
あ
る
。
九
宮
に
関
し
て
は
鈴
木
由
次
郎
氏
が
論
じ
て
お
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り
、「
太
一
九
宮
を
行
ぐ
る
法
は
、
太
極
が
八
卦
の
間
に
流
通
変
化
す
る
、

易
の
い
わ
ゆ
る
陰
陽
の
変
化
消
息
の
法
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
い

う（
38
）。

詳
細
な
占
い
方
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
八
卦
を
用
い
る
と
い
う
点
で

『
易
』
に
関
係
し
て
お
り
、
ま
た
『
易
緯
乾
鑿
度
』
の
鄭
玄
注
に
「
太
一
者

北
辰
神
名
也
（
太
一
は
北
辰
の
神
の
名
な
り
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
星
と

も
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

伝
統
的
な
占
術
は
、
星
の
動
き
や
寒
暑
の
要
因
を
観
察
す
る
と
と
も
に
、

亀
甲
や
筮
竹
に
よ
る
占
い
、
巫
覡
の
言
葉
に
よ
っ
て
推
察
す
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
。
巫
覡
は
張
衡
の
「
東
京
賦
」
に
も
記
述
が
あ
り
、
洛
陽
の
追
儺
の

様
子
を
表
わ
す
際
に
記
述
さ
れ
る（

39
）。

張
衡
は
、
星
や
気
候
の
変
化
を
見
て
先

行
き
を
占
う
行
為
、
ま
た
亀
甲
占
い
や
『
易
』
占
い
、
そ
し
て
占
術
に
通
じ

た
巫
覡
の
言
葉
を
容
認
し
、
正
当
な
も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
。

一
巻
之
書
互
異
数
事
。
聖
人
之
言
、
執
無
若
是
。
殆
必
虚
偽
之
徒
、
以

要
世
、
取
資
。
往
者
侍
中
賈
逵
摘
讖
、
互
異
三
〇
余
事
。
諸
言
讖
者
、

皆
不
能
説
。
至
於
王
莽
簒
位
、
漢
世
大
禍
。
八
〇
篇
何
為
不
戒
。
則
知

図
讖
、
成
於
哀
平
之
際
也
。
且
河
洛
六
芸
篇
録
已
定
、
後
人
皮
傅
、
無

所
容
簒（

40
）。

（
一
巻
の
書
互
い
に
数
事
を
異
に
す
。
聖
人
の
言
、
勢
い
是
の
若
き
こ

と
無
か
ら
ん
。
殆
ど
必
ず
虚
偽
の
徒
、
以
て
世
に
要も

と

め
、
資
を
取
る
。

往む
か
し

者
、
侍
中
の
賈
逵
讖
を
摘つ

み
、
互
い
に
三
〇
余
事
を
異
と
す
。
諸

の
讖
を
言
う
者
は
、
皆
説
く
こ
と
能
わ
ず
。
王
莽
の
位
を
簒う
ば

う
に
至

り
、
漢
の
世
大
禍
あ
り
。
八
〇
篇
何
為
れ
ぞ
戒
め
ず
。
則
ち
図
讖
を
知

る
は
、
哀
・
平
の
際
に
成
る
な
り
。
且
つ
河
・
洛
・
六
芸
の
篇
録
已
に

定
ま
り
、
後
人
の
皮
傅
、
簒
を
容
れ
る
所
無
し
）

　

こ
こ
で
は
、
図
讖
は
一
つ
の
書
物
の
中
に
矛
盾
し
た
内
容
が
併
存
す
る
と

述
べ
、
そ
れ
ら
は
虚
偽
の
記
述
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
図
讖
が
哀
帝
・
平

帝
の
時
代
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
言
及
は
、
讖
緯
思
想
の
始
ま
り
に

つ
い
て
述
べ
た
興
味
深
い
記
述
で
あ
る
。

且
律
暦
卦
候
九
宮
風
角
、
数
有
徴
効
、
世
莫
肯
学
、
而
競
称
不
占
之

書
。
譬
猶
画
工
、
悪
図
犬
馬
、
而
好
作
鬼
魅
。
誠
以
実
事
難
形
、
而
虚

偽
不
窮
也（

41
）。

（
且
つ
律
暦
、
卦
候
、
九
宮
、
風
角
は
、
数し
ば

し
ば
徴
効
有
る
も
、
世
は

肯
え
て
学
ぶ
こ
と
な
く
、
競
い
て
不
占
の
書
を
称
す
。
譬
え
ば
猶
お
画

工
の
、
悪
み
て
犬
馬
を
図え

が

き
、
好
み
て
鬼
魅
を
作
す
が
ご
と
し
。
誠
に

以
て
実
事
は
形
れ
難
く
、
虚
偽
は
窮
ま
ら
ざ
る
な
り
）

　
「
不
占
之
書
」
と
は
占
い
の
書
と
し
て
効
果
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
よ
っ
て
李
賢
注
は
「
謂
競
稱
讖
家
也
（
競
い
て
讖
家
を
称
す
る
を
謂
う

な
り
）」
と
い
う
。
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
律
暦
、
卦
候
、
九
宮
、
風
角
に
関

し
て
、
張
衡
は
「
数
有
徵
效
（
数
し
ば
徴
効
有
り
）」
と
価
値
を
認
め
て
い
る
。

律
暦
と
九
宮
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
。
卦
候
は
、
そ
の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
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な
い
が
、『
旧
唐
書
』
暦
志
に
「
求
卦
候
者
、
各
以
天
地
之
策
、
及
余
秒
累

加
減
之
、
得
去
経
朔
日
算
及
余
秒（

42
）（

卦
候
を
求
む
る
者
は
、
各
お
の
天
地
の

策
を
以
て
、
余
秒
累
加
減
之
に
及
び
、
経
朔
日
算
を
去
り
て
余
秒
に
及
ぶ
を

得
）」
と
あ
り
、
暦
と
関
係
の
あ
る
占
術
で
あ
っ
た
こ
と
が
覗
え
る
。
風
角

は
占
風
の
こ
と
で
あ
る
。
占
風
に
つ
い
て
は
、
坂
出
祥
伸
「
風
の
観
念
と
風

占
い
―
―
中
国
古
代
の
疑
似
科
学
―
―
」（
新
田
大
作
編
『
中
国
思
想
研
究

論
集
―
―
欧
米
思
想
よ
り
の
照
射
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
六
年
）
に
詳
し

い
。
坂
出
氏
に
よ
れ
ば
、
占
星
と
占
風
が
同
一
の
人
物
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

る
例
が
あ
り
、
両
者
は
深
く
関
係
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
『
史
記
』
天
官

書（
43
）を

引
用
し
て
、
占
星
・
望
気
・
占
風
が
い
ず
れ
も
天
文
に
関
す
る
占
法
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
、
こ
れ
ら
の
職
掌
が
い
ず
れ
も
天
文
を
つ

か
さ
ど
る
管
制
、
つ
ま
り
太
史
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る（

44
）。

こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
律
暦
や
卜
筮
、
卦
候
、
九
宮
、
風
角
に
共
通
す
る
こ
と

は
、
い
ず
れ
も
何
ら
か
の
形
で
天
体
の
運
行
、
あ
る
い
は
『
易
』
に
関
係
し

て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
星
々
の
運
行
と
い
う
世
界
の
変
化
、
そ
の
変
化

を
把
握
し
説
明
す
る
『
易
』、
そ
れ
ら
が
未
来
を
知
る
上
で
信
用
に
足
る
も

の
で
あ
っ
た
と
張
衡
が
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
請
禁
絶
図
讖
疏
」
の
内
容
を
見
て
い
く
と
、
張
衡
自
身
の
上
疏
は
「
讖
」

を
批
判
す
る
も
の
の
、「
緯
」
と
い
う
文
字
は
一
度
も
出
て
こ
な
い
。
張
衡

伝
の
文
に
現
わ
れ
る
の
み
で
あ
る
。「
思
玄
賦
」
に
は
『
河
図
』
や
『
孝
経

援
神
契
』
な
ど
の
緯
書
の
語
を
用
い
て
天
上
世
界
を
表
現
す
る
箇
所
が
い
く

つ
か
あ
り
、『
霊
憲
』
に
も
『
易
緯
乾
鑿
度
』
の
用
語
を
用
い
た
と
思
わ
れ

る
箇
所
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
張
衡
が
讖
緯
の
す
べ
て
を
否
定
し

た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
讖
緯
の
「
緯
」
の
部
分
、
つ
ま
り
解
釈

書
と
し
て
の
側
面
は
容
認
し
て
そ
の
世
界
観
を
受
け
容
れ
、「
讖
」
の
部
分
、

す
な
わ
ち
未
来
予
言
に
関
わ
る
面
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

正
当
で
な
い
「
讖
」
を
「
非
聖
人
之
法
（
聖
人
の
法
に
あ
ら
ず
）」
と
否
定

す
る
こ
と
で
、
伝
統
的
な
占
術
を
擁
護
し
た
も
の
と
い
え
る
。

（
2
）「
思
玄
賦
」
の
図
讖
批
判

　

先
述
の
「
思
玄
賦
」
に
も
図
讖
を
批
判
し
た
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
賦

の
主
人
公
が
黄
河
の
ほ
と
り
で
黄
帝
に
出
会
い
教
え
を
請
う
た
際
、
黄
帝
の

答
え
の
中
に
現
わ
れ
る
。

①
夫
吉
凶
之
相
仍
兮
恒
反
側（

45
）而

靡
所

　

夫
れ
吉
凶
相
い
仍よ

り
、
恒
に
側
に
反
り
て
所
な
し

　
　
（
中
略
）

②

讖
而
戒
胡
兮
備
諸
外
而
発
内

　

讖
を
擿
は
っ

し
て
胡
を
戒
め
、
諸
の
外
に
備
え
て
内
に
発
す

③
或
輦
賄
而
違
車
兮
孕
行
産
而
為
対

　

或
い
は
賄
を
輦ひ

き
て
車
を
違
え
、孕
め
る
も
の
行
き
て
産
み
対
と
為
す

④
慎
竈
顕
於（

46
）言

天
兮
占
水
火
而
妄
誶

（
47
）

　

慎
竈
天
を
言
う
こ
と
顕
か
に
し
、
水
火
を
占
い
て
妄
誶
す
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こ
こ
で
張
衡
は
、
吉
凶
は
互
い
に
近
く
、
容
易
に
反
転
す
る
と
い
う
。
こ

れ
は『
易
』の
思
想
と
共
通
す
る
考
え
で
あ
る
。
続
い
て
、
嬴（
秦
の
始
皇
帝
）

は
「
秦
を
滅
ぼ
す
も
の
は
胡
で
あ
る
」
と
い
う
予
言
を
信
じ
て
北
方
の
胡
に

備
え
た
が
、
実
際
は
始
皇
帝
の
子
、
胡
亥
が
政
治
を
乱
し
、
秦
を
滅
ぼ
す
要

因
を
作
っ
た
こ
と
を
述
べ
る（

48
）。

外
の
「
胡
」
で
は
な
く
内
の
「
胡
」
が
秦
を

滅
ぼ
す
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
④
で
は
魯
の
大
夫
梓
慎
が
日

食
を
見
て
洪
水
を
予
言
し
た
が
、
実
際
は
日
照
り
が
起
こ
っ
た
こ
と
と
、
火

災
の
後
鄭
の
大
夫
裨
竈
が
火
を
祓
う
た
め
に
瓘

か
ん

斝か

と
玉
瓚
（
玉
製
の
盃
と
杓
）

を
請
う
た
が
与
え
ら
れ
ず
、「
再
び
火
事
が
起
こ
る
」
と
予
言
し
た
も
の
の

結
局
火
事
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る（

49
）。

④
は
一
見
す
る
と
占
術

そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な

く
、
誤
っ
た
解
釈
や
自
分
の
利
益
を
も
く
ろ
む
予
言
に
対
し
て
批
判
を
加
え

て
い
る
と
い
え
る
。

　
「
請
禁
絶
図
讖
疏
」
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
張
衡
が
讖
緯
思
想
に
対
し

て
述
べ
た
か
っ
た
の
は
、
後
世
の
恣
意
的
な
解
釈
に
よ
っ
て
本
来
の
占
術
を

歪
め
た
り
、
曲
解
し
た
り
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、

占
術
そ
の
も
の
の
否
定
で
は
な
い
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
の
考
察
に
よ
り
、
張
衡
が
正
統
と
捉
え
る
占
術
を
重
視
し
、
将
来

を
見
定
め
る
際
に
重
要
な
役
割
を
持
た
せ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
正
統
と
捉
え
る
占
術
と
は
、『
易
』
を
始
め
、
亀
甲
、
占
夢
な
ど
を
指

す
。
ま
た
律
暦
、
卦
侯
、
九
宮
、
風
角
な
ど
も
正
統
な
占
術
に
含
ま
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
天
体
や
数
に
関
す
る
占
術
だ
と

い
う
点
で
あ
ろ
う
。
張
衡
は
太
史
令
で
あ
り
、
宇
宙
の
構
造
に
関
心
を
持

ち
、
天
体
の
動
き
を
詳
し
く
観
察
し
て
い
た
。
つ
ま
り
張
衡
は
、
天
体
の
あ

り
方
と
占
術
を
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
図
讖
に
つ
い
て
も
、
そ
の
す
べ
て
を
非
難
し
た
の
で
は
な
く
、

伝
統
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
容
認
し
て
い
た
。
天
体
（
宇
宙
）
が
ど

の
よ
う
に
動
く
か
は
、
実
測
の
み
な
ら
ず
占
術
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
独
自
の
認
識
を
張
衡
は
も
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

本
稿
で
は
張
衡
の
著
作
を
取
り
上
げ
て
そ
の
占
術
観
を
検
討
し
た
。
た
だ

し
、
多
く
の
課
題
が
残
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
今
後
、
同
時
代
の
他
の
人

物
の
占
術
観
と
も
併
せ
考
察
す
る
こ
と
で
、
張
衡
の
術
数
学
の
意
義
や
後
漢

の
術
数
学
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

注（
1
）　

川
原
秀
城
『
中
国
の
科
学
思
想
』（
創
文
社
、
一
九
九
六
年
）
五
六
頁
参
照
。

（
2
）　
『
後
漢
書
集
解
』（
虚
栄
堂
刊
本
）
張
衡
伝
。
巻
第
五
九
、
二
六
葉
表
。

（
3
）　

富
永
一
登
「
張
衡
の
「
思
玄
賦
」
に
つ
い
て
」（『
大
阪
教
育
大
学
紀
要
』
第
Ⅰ

部
門
第
三
五
巻
第
一
号
、
一
九
八
六
年
）
一
頁
。

（
4
）　

疏
の
名
称
は
孫
文
青
『
張
衡
年
譜
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
三
五
年
）
に
従
っ
た
。

（
5
）　
『
後
漢
書
集
解
』
張
衡
伝
。
巻
第
五
九
、
一
葉
表
。

（
6
）　
『
文
選
』（
胡
克
家
本
）
巻
第
一
五
、
一
葉
表
。

（
7
）　

孫
文
青
『
張
衡
年
譜
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
三
五
年
）
参
照
。

（
8
）　
『
後
漢
書
集
解
』
張
衡
伝
。
巻
第
五
九
、
一
一
葉
裏
。
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（
9
）　
『
文
選
』
巻
第
一
五
、
一
葉
表
。
平
子
は
張
衡
の
字
で
あ
る
。

（
10
）　
『
後
漢
書
集
解
』
張
衡
伝
に
「
謂
崔
瑗
曰
、
吾
観
太
玄
、
方
知
子
雲
妙
極
道
」

と
あ
る
。

（
11
）　

富
永
一
登
氏
も
前
掲
「
張
衡
の
「
思
玄
賦
」
に
つ
い
て
」
で
こ
の
点
を
指
摘
し

て
い
る
。

（
12
）　
「
思
玄
賦
」
を
特
に
取
り
上
げ
て
論
じ
た
先
行
研
究
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
注

（
3
）
の
富
永
一
登
「
張
衡
の
「
思
玄
賦
」
に
つ
い
て
」
は
、
張
衡
が
遠
遊
に
ど

の
よ
う
な
思
い
を
託
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、「
思
玄

賦
」
の
各
段
落
の
内
容
を
辿
り
な
が
ら
、
同
じ
遠
遊
文
学
と
さ
れ
る
屈
原
「
離
騒
」

や
『
楚
辞
』
遠
遊
篇
、
司
馬
相
如
「
大
人
賦
」
と
比
較
し
て
論
じ
て
い
る
。
中
国

で
は
、
許
結
「
張
衡
《
思
玄
賦
》
解
読
―
兼
論
漢
晋
言
志
賦
之
承
変
」（『
社
会

科
学
戦
線
』
第
九
六
期
、
一
九
九
八
年
第
六
期
）
が
あ
る
。

（
13
）　
『
文
選
』
で
は
「
予
」
に
作
る
。

（
14
）　
『
文
選
』
で
は
「
臚
」
に
作
る
。

（
15
）　
『
後
漢
書
集
解
』
張
衡
伝
。
巻
第
五
九
、
一
四
葉
。
ま
た
『
文
選
』
巻
第
一
五
、

四
葉
を
参
照
。

（
16
）　
『
周
易
注
疏
』（
重
栞
宋
本
）
巻
第
四
、
八
葉
裏
。

（
17
）　
『
後
漢
書
集
解
』
張
衡
伝
の
巻
第
五
九
、
一
四
葉
表
の
集
解
参
照
。
ま
た
、『
古

周
易
訂
詁
』
の
注
に
「
楊
用
修
云
、
古
文
肥
作
𩇯
字
。
或
誤
作
蜚
。
遂
有
飛
遯
之

説
」
と
あ
る

（
18
）　

互
体
の
象
を
含
む
取
象
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
由
次
郎
『
漢
易
研
究
（
増

補
改
訂
版
）』（
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
四
年
）、
劉
大
釣
『
周
易
概
論
』（
斉
魯
書

社
、
一
九
八
六
年
）
を
参
照
し
た
。

（
19
）　
『
後
漢
書
集
解
』
張
衡
伝
。
巻
第
五
九
、
一
四
葉
裏
。
ま
た
『
文
選
』
巻
第
一
五
、

四
葉
裏
。

（
20
）　
『
春
秋
左
氏
伝
』
僖
公
二
六
年
に
も
、
同
様
の
「
乾
変
為
兌
」
を
用
い
た
表
現

が
あ
る
。

（
21
）　
『
後
漢
書
集
解
』
張
衡
伝
。
巻
第
五
九
、
一
四
葉
裏
。
ま
た
『
文
選
』
巻
第
一
五
、

五
葉
表
参
照
。

（
22
）　
『
春
秋
左
伝
注
疏
』（
重
栞
宋
本
）
巻
第
一
二
、
一
四
葉
裏
。

（
23
）　
『
文
選
』
で
は
「
作
」
に
作
る
。

（
24
）　
『
文
選
』
で
は
「
乃
」
に
作
る
。

（
25
）　
『
文
選
』
で
は
「
秀
」
に
作
る
。

（
26
）　
『
文
選
』
で
は
「
亦
」
に
作
る
。

（
27
）　
『
後
漢
書
集
解
』
張
衡
伝
。
巻
第
五
九
、
二
一
葉
裏
。
ま
た
『
文
選
』
巻
第
一
五
、

一
四
葉
裏
〜
一
五
葉
表
参
照
。

（
28
）　
『
後
漢
書
集
解
』
張
衡
伝
に
「
発
昔
夢
於
木
禾
兮
穀
崐
崘
之
高
岡
」
と
あ
る
。

（
29
）　
『
後
漢
書
集
解
』
張
衡
伝
。
巻
第
五
九
、
二
葉
裏
。

（
30
）　
『
後
漢
書
集
解
』
張
衡
伝
に
「
咎
単
巫
咸
、
並
殷
賢
臣
也
」
と
あ
る
。

（
31
）　
『
後
漢
書
集
解
』
天
文
志
上
。
巻
第
百
、
三
葉
。

（
32
）　
『
周
易
注
疏
』
巻
第
五
、
三
一
葉
裏
。

（
33
）　
『
周
易
注
疏
』
巻
第
五
、
三
二
葉
裏
。

（
34
）　

安
居
香
山
『
緯
書
と
中
国
の
神
秘
思
想
』（
平
河
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
二

三
頁
参
照
。

（
35
）　
『
後
漢
書
集
解
』
張
衡
伝
。
巻
第
五
九
、
九
葉
裏
。

（
36
）　
『
後
漢
書
集
解
』
張
衡
伝
。
巻
第
五
九
、
九
葉
裏
〜
一
〇
葉
表
。

（
37
）　

安
居
香
山
、
中
村
璋
八
『
重
修
緯
書
集
成
』
巻
一
上
（
明
徳
出
版
社
、
一
九
八

一
年
）
四
一
頁
。

（
38
）　

注
（
18
）
鈴
木
由
次
郎
『
漢
易
研
究
（
増
補
改
訂
版
）』
の
一
六
三
頁
参
照
。

（
39
）　
「
東
京
賦
」（『
文
選
』
巻
第
三
所
収
）
に
、「
方
相
秉
鉞
、
巫
覡
操
茢
」
と
あ
る
。

（
40
）　
『
後
漢
書
集
解
』
張
衡
伝
。
巻
第
五
九
、
一
〇
葉
裏
。

（
41
）　
『
後
漢
書
集
解
』
張
衡
伝
。
巻
第
五
九
、
一
一
葉
。

（
42
）　
『
旧
唐
書
』
暦
志
。
巻
第
三
四
、
四
葉
裏
〜
五
葉
表
。

（
43
）　
『
史
記
』
天
官
書
に
「
夫
自
漢
之
為
天
数
者
、
星
則
唐
都
、
気
則
王
朔
、
占
歳

則
魏
鮮
」
と
あ
る
。

（
44
）　

坂
出
祥
伸
「
風
の
観
念
と
風
占
い
―
中
国
古
代
の
疑
似
科
学
―
」
二
三
四

頁
ほ
か
参
照
。

（
45
）　
『
文
選
』
で
は
「
仄
」
に
作
る
。
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（
46
）　
『
文
選
』
で
は
「
以
」
に
作
る
。

（
47
）　
『
文
選
』
で
は
「
訊
」
に
作
る
。
以
上
は
、『
後
漢
書
集
解
』
張
衡
伝
。
巻
第
五

九
、
一
八
葉
裏
。
ま
た
、『
文
選
』
巻
第
一
五
、
九
葉
裏
〜
一
〇
葉
裏
を
参
照
。

（
48
）　
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
参
照
。

（
49
）　
『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
一
八
年
、
昭
公
二
四
年
参
照
。
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Zhang Heng and Fortune-telling

MAEHARA Ayano

 Zhang Heng was a Chinese astronomer who lived during the Eastern Han 

Dynasty of China. Zhang was promoted to grand historian (太史令), and his job 

was to record heavenly observations. Zhang believed that any observable 

phenomenon could be explained by scientifi c means and he tried to seek a rational 

explanation for such phenomena. Zhang submitted a report entitled請禁絶図讖疏 

to the emperor about his controversial ideas, and criticized the prognosticatory 

character of fortune-telling called Tuchen (図讖 ; prediction, prophecy). On the 

other hand, Zhang accepted 占術 (divination), which he specifi cally offi cial. In fact, 

some kinds of divination, for example, Boshi (卜筮 ; scapulimancy and divination), 

and oneirocritics (夢占い) were used and described in the books entitled 思玄賦 

and霊憲 written by Zhang.The fact that Zhang criticized Tuchen(図讖) is widely 

known, but no specifi c study has been done regarding Zhang’s criteria of judgment 

as to “what’s accepted and what’s denied in divination”.This article discusses the 

divination that appeared in books written by Zhang and reviews his critique on 

Tuchen (図讖), which clarify his thoughts on a close relationship between heavenly 

bodies and divination. The author provides an account of Zhang’s philosophy and 

evaluates Zhang’s philosophy both from the point of view as a literary man and as a 

scientist against the background of the history of thought in the Eastern Han 

Dynasty.
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